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今回実施するハンズオンの内容

• AWS 公式の Getting started に従って実施
• 以下のURLから、Amazon Forecastの Getting started 
のページに移動 (URLのメモ, bookmarkしておくと便利)

https://amzn.to/forecast-start



ハンズオンの所要時間 (操作時間含む)
• 概要説明・S3へのデータアップロード: 10分
• データインポート: 

• Small Data: 10分, Large Data: 20分
• Predictor 作成

• Small Data: 20分 (ETS), 20分 (ARIMA)
• Large Data: 45分 (ETS), 35分 (ARIMA)

• 予測の作成
• Small Data: 20分 (ETS), 20分 (ARIMA)
• Large Data: 45分 (ETS), 35分 (ARIMA)

• 予測の取得：10分

* この所要時間は2019/11/15時点での⽬安で、状況によって異なります。



ハンズオンの⼿順

1. データの準備

2. データセットのインポート

3. Predictor の学習

4. 予測の作成

5. リソースの削除



1. データの準備



• 過去の家庭の電⼒使⽤量のデータから将来の使⽤量を
予測するモデルを構築する

• 学習データを以下のURLからダウンロード・解凍

• electricityusagedata.csvというファイルを確認する

1-1. データの準備

(Small) http://bit.ly/22Z4QCj
(Large) https://amzn.to/2kEBwRs



1-2. ダウンロードしたデータ (small の場合)

ダウンロードした zip ファイルを解凍すると
electricityusagedata.csvを⾒つけることができます



1-3. ダウンロードしたデータを開いてみる
各家庭の毎時の電⼒使⽤量（左から時刻、電⼒量、家庭のID）



1-4. Amazon S3 にアクセス
データをS3にアップロードするためS3にアクセス

コンソールにサインイン マネジメントコンソールから
S3を検索



1-5. S3 に CSV をアップロード

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする



1-5. S3 に CSV をアップロード

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

唯⼀な名前を⼊れる

Forecastを利⽤するリージョン



作成したバケット

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

1-5. S3 に CSV をアップロード



S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

1-5. S3 に CSV をアップロード

ドラッグ

test-bucket-forecast



ドラッグアンドドロップでアップロード

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

1-5. S3 に CSV をアップロード



コピーパスして、
メモ帳か何かに貼り付け
ておく

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

1-5. S3 に CSV をアップロード



2. データセットのインポート



2-1. Forecast のコンソールに移動

S3 から Forecast のコンソールに移動するために、
まず左上の「サービス」を選択する



2-1. Forecast のコンソールに移動
表⽰される画⾯で Forecast を検索してクリック



2-2. データセットグループを開く

• 左の からメニューを
開く

• Dataset groups という
メニューが表⽰される
のでクリック



2-3. データセットグループを作成
• Create dataset group を選択してデータセットグループを作成
• TARGET_TIME_SERIES, RELATED_TIME_SERIES, ITEM_METADATA の

3種のデータセットをデータセットグループに登録可能
• このハンズオンでは、必須の TARGET_TIME_SERIES のみ利⽤



2-4. データセットグループの設定

任意の名前を設定

Custom を選択

Next をクリック



2-5. TARGET_TIME_SERIES の設定

任意の名前を設定

hour を選択

{
"Attributes": [
{
"AttributeName": "timestamp",
"AttributeType": "timestamp"

},
{
"AttributeName": "target_value",
"AttributeType": "float"

},
{
"AttributeName": "item_id",
"AttributeType": "string"

}
]

}

CSV ファイルの列順に並び替え



2-6. データセットのインポート

任意の名前を設定

Any S3 bucket

create a
new role
選択

作成した Role が設定される

メモしておいたS3 のパスを⼊⼒



2-7. インポートの完了を待つ

になる
まで待つ



3. Predictor を学習する



3-1. Predictor の学習画⾯へ移動

データインポートが
終わると、Predictor の
学習を start できるよう
になる



3-2. Predictor の設定

hour を選択 (予測期間の単位)

予測したい期間を⼊れる
(36といれると 36 時間先まで予測)

任意の名前を⼊れる

Manual を選択し、任意のアルゴリズム
を選択（今回はETSを選択)



3-3. 学習完了まで待つ

になるまで待つ



4. 予測を⾏う



4-1. 予測の作成画⾯へ移動
Predictor の学習が終わると予測を作成できる



4-2. 予測の作成
• 学習した Predictor から予測 (forecast) を作成する
• 予測を作成した段階では予測値を確認できず、Forecast export (S3へ
出⼒)、Forecast lookup (条件を指定して予測値を出⼒) する必要がある

任意の名前を指定

作成した Predictor の名前を選択



4-3. Lookup forecast (特定条件の予測値を出⼒)
Forecast の作成が完了すると Lookup forecast を実⾏できる



4-3. Lookup forecast (特定条件の予測値を出⼒)

作成した
Forecast を選択

Start: 2015/01/01 0時0分
(インポートしたデータ
2014/12/31 23時の次)

End: Start + Forecast horizon
(forecast horizon が36 のとき
2015/01/02 12時 (36時間後)

csv の ITEM_ID の値を⼊⼒



4-3. Lookup forecast (特定条件の予測値を出⼒)

• P50が⽰す値は、50%の確率でこの値以下に収まることを表す
• P10とP90はどこまで⼩さい・⼤きい値をとりうるかを⽰す
• 需要予測で⽋品を防ぎたい場合は、P90にあわせて多めに在庫を補充



4-4. Forecast export (S3に⼀括出⼒)

左のメニューから Forecast の画⾯に移動



4-4. Forecast export (S3に⼀括出⼒)

Forecast を選んで Create forecast export



4-4. Forecast export (S3に⼀括出⼒)

任意の名前を指定

使⽤する Forecast を選択

S3の保存先を指定



4-4. Forecast export (S3に⼀括出⼒)
しばらく待つと結果の csv ファイルがS3に出⼒される



5. リソースを削除する



リソースの削除: S3

• 今回利⽤したデータセット (csv) 
• 完全な予測のエクスポートを実施した場合は、その出⼒ファイル



リソースの削除: Amazon Forecast
• 左のメニューから、Forecasts, Predictors, Datasets を順に選び、
各ページでDelete を実⾏する

• すべて削除すると、左のメニューから Dataset groups を選んで、
Dataset groupも削除


